
令和５年度 介護労働懇談会の開催 茨城支部

開催日時：9月26日（火曜日） 14：00 ～ 16：00

テーマ・議題

主な内容 ： 異業種からの採用が8割

参加団体からのお知らせ・状況報告等

事務局（介護労働安定センター 茨城支部）からコメント

主な参加機関

①令和4年度介護労働実態調査結果報告

②異業種からの採用が8割以上でも運営できる仕組
みつくり

茨城大学、茨城県福祉部、茨城県産業戦略部、水
戸公共職業安定所、水戸市福祉部、茨城県社会福
祉協議会、茨城県介護福祉士会、社会福祉法人

（１）令和4年度介護労働実態調査結果報告
・介護労働安定センター 藤井支部長

（２）講演・トークセッション 特別養護老人ホームうみべの家 施設長 加部東孝浩氏、菅原一平氏
「異業種からの採用が8割以上でも運営できる仕組みつくり」

①人材派遣紹介を使わずに異業種から積極的な採用とトップダウンからボトムアップへ変更し現場からの意見でリフトツールと介護
補助員を取り入れ離職者ゼロへ！

・異業種からの採用は介護の世界に染まっていないという利点があり面接時は丁寧な説明で入ってからの違和感を最小限にしてい
る。また、異業種だからこそのその人が持つ強みを生かして才能を伸ばしていくいくこともできる。
・年2回の面談を通じ問題の芽を摘むことで不満のガス抜きができている。
・助成金の活用

②「肩までどぶん」の個浴が職員の腰痛予防につながった（機械浴がない特養の取組み）

・トップダウンでリフトなどを購入し職員に使用してもらいながらボトムアップに移行し職員の意見を聞きつつより使いやすく利用者にも
より良いものを選定することで業務が円滑になり離職防止、腰痛予防に役立っている。
・腰痛予防は外部がらの視察により職員にとってより良い意識付けができるようになった。

・介護、看護関係の人材不足に向けてのコーナーを立ち上げている。（水戸公共職業安定所）
・介護リフトやセンサーマットに関して１/２の補助をしている。（茨城県長寿福祉課）

懇談会の内容に関する問い合わせは、℡029-227-1215に御連絡ください。

講演風景
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